
（別添様式１） 
 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 
 
 
                    機関・団体等の名称 

（一社）日本建設業連合会 中国支部 

 
事業等の名称 

（No1） 
◇将来の担い手確保に向け、親子・高校生・大学生を対象とした

『現場見学会』の実施 
 
１．実施時期 
   ・H31 年 4 月から令和 2 年 3 月を実施期間としました。 
   ・令和元年度は現在まで 5 回開催しています。 
 
２，実施場所 
   ・日建連会員企業が施工する建設現場を見学しました。（広島県・岡山県・島根県）  
   
３．対象者（参加見込又は参加者数） 
   ・親子、工業高校、高専、大学生を対象に実施しました。 
 
４．共催・単独等の開催状況 
   ・5 回開催のうち 4 回は日建連主催 

              1 回は土木学会と共催 
           
５．事業等の内容 
   ・日建連中国支部で作成した「現場見学受け入れ可能一覧表」を毎年３月に作成し、中国地区

の大学、高専、工業高校に送付することで、学校の行事に組み入れていただき計画的に見

学会を開催しています。 
     また、「現場見学受け入れ可能一覧表」は中国地整の HP にも掲載されています。 
  
６．期待される効果（実施結果：効果） 
  ・普段見ることのできない建設現場を直接見てもらうことにより興味を持ち、魅力を感じ取

ってもらう事で、将来我々の業界へ入職し活躍してもらえると期待しています。    
 
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 
 
８．その他    

・令和 2 年度についても同様に実施する計画です。 
 
 
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 
注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 



2019年 6 月 11 日 山口県立岩国工業高校 都市工学科 3年生 39 名 現場見学会 
広島県企業局発注：「広島水道用水供給事業 二期トンネル整備工事（海田~矢野工区） 
 
・立坑（防音建屋）入り口にて 

 
 
・工事概要等説明状況 

    



2019年 7 月 20 日 土木学会との共催 広島県 呉市内の親子 24 組 51名 現場見学会 
広島県企業局発注：「広島水道用水供給事業 二期トンネル整備工事（海田~矢野工区） 
 

 



2019年 6 月 30 日 地域の親子見学会 56 人  
中国地方整備局発注：静間仁摩道路 五十猛トンネル工事 
・坑口集合写真 

 
 

 



2019年 7 月 5日 岡山理科大学 4 年生 14 名  
㈱和田コーポレーション発注 仮称ロイヤルガーデン桑田新築工事 
・集合写真 

 
 

 



2019年 9 月 30 日 独）徳山工業高等専門学校 土木建築工学科 2 年生 42 名 
尾道市発注 尾道新庁舎建設工事 
・集合写真  

 

 
 



2019年 9 月 30 日 独）徳山工業高等専門学校 2 年生 42 名 
広島県企業局発注 広島水道用水供給事業 二期トンネル整備工事（海田～矢野工区）  
・集合写真 

 
 
・工事概要説明              ・立坑 防音ハウス内 

  
  



                                                 
      （別添様式１） 

令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 
 
 
                    機関・団体等の名称 

（一社）日本建設業連合会 中国支部 

 
事業等の名称 

（No2） 
◇高校生・大学生向け『出前講座』の開催 

 
１．実施時期 （4 回開催しました。） 

ⅰ．広工大 ：令和元年 6 月 20 日（木）「シビルエンジニアの仕事・OB からの体験談・ 
ゼネコン人事から建設業が求める人材」 

 ⅱ．岡山県工：令和元年 11 月 20 日（水） ～建設版ﾄﾞﾘｰﾑﾌｧﾝﾀｼﾞｰを未来の建設技術者に 
「宇宙エレベーター構想・建設現場における次世代技術」 

  
２，実施場所 
   ・広島工業大学（三宅の森Ｎｅｘｕｓ２１）・岡山工業高校（岡山三木記念ホール） 
 
３．対象者（参加見込又は参加者数） 
   ・広島工業大学 環境土木工学科 1・2・3 年生 （100 名） 
  ・岡山工業高校 土木・建築科 1～3 年生・教員・保護者（250 名） 
 
４．共催・単独等の開催状況 
   ・日建連主催 
５．事業等の内容 
   ・夢や希望をもって若者の入職を増やしていく取り組みの一環として、土木の仕事や、発注者、 

設計者、施工者の役割、建設業が求める人材、建設業が取り組む未来構想など説明し、正し 
く理解してもらえるよう講義を行いました。また、トンネルやダムなど土木を代表する工事 
の施工事例や新技術の採用事例などについて説明し将来の職業選択の判断材料になるよう 
期待しているところです。 
  

６．期待される効果（実施結果：効果） 
  ・講座後、生徒からも土木技術者の仕事を知る貴重な機会だった。また、土木技術者の資格 

取得に前向きな意見など土木を代表する工事の事例や建設業の未来構想にも大きく興味を

持ったとの感想も頂いた。  
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 
８．その他    

・令和 2 年度についても同様に実施する計画です。 
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 
注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 



2019年 6 月 20 日 広島工業大学 環境土木工学科 1 年生 100 名 
「シビルエンジニアの仕事・OB 体験談・ゼネコン人事部から講義」 

 
 

 



2019年 11 月 20日 岡山県立岡山工業高校 土木・建築科 ・教員・保護者 250 名 
～建設版ドリームファンタジーを未来の技術者に～ 
１．宇宙エレベーター建設構想 

 

          
２．建設現場における次世代技術 

 



（別添様式１） 
令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 

 
 
                    機関・団体等の名称 

（一社）日本建設業連合会 中国支部 

 
事業等の名称 

（No3） 
建設技術フォーラム 2019in 広島に於ける、学生を対象とした「学

生交流広場」を設置し建設業の魅力を発信。 
 
１．実施時期 
   ・令和元年 11 月 26 日（火）～27 日（水）開催 
 
２，実施場所 
   ・広島産業会館（東館） 
 
３．対象者（参加見込又は参加者数） 
   ・中国地区管内の高校・高専・大学生（5 校 305 名） 
 
４．共催・単独等の開催状況 
   ・主催は建設フォーラム実行委員会（実行委員長：日建連） 
  ・協賛は日建連他 14 団体 
 
５．事業等の内容 
   ・発注機関（中国地整、自治体、NEXCO）大学、建設関連団体やその会員企業から最新の技 

術など一堂に集め展示し、一般や関係者に紹介することで建設業をアピールしました。 
昨年に続き、会場内に学生を対象とした「学生交流広場」を設置し、管内の高校・高専・大

学の生徒を会場に招き、各ブースで建設業の魅力の発信を行いました。 
（3 高校・1 高専・1 大学） （305 名） 

  
６．期待される効果（実施結果：効果） 
  ・建設業の最新の技術を多くの人に見て、知って頂く事と、新たな試みで実施した「学生交

流広場」での魅力発信などで、建設業を正しく知ってもらい、良いイメージを持って建設業

への入職を期待するところです。この機会を通じて入職があった。 
  
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 
 
８．その他    

・令和 2 年度についても同様に実施する計画です。 
 
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 
注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 



建設技術フォーラム 2019in 広島における「学生交流会の開催」 
・開会セレモニー          ・ブース見学 

  
交流会 中国地域の大学・高専・高校生（5 校 305 名）を対象に建設業の魅力発信 
 

   

   

  

   



（別添様式１） 
令和元年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績 

 
 
                    機関・団体等の名称 

（一社）日本建設業連合会 中国支部 

 
事業等の名称 

（No4） 
「広報誌」による建設業界のイメージアップ 
（けんせつ小町の活躍する現場紹介） 

 
１．実施時期 
   ・広報誌は平成 31 年 3 月末に発刊しました。 
   
 
２，実施場所 
   ・各現場へ出向き取材 
 
 
３．対象者（参加見込又は参加者数） 
   ・日建連会員企業に所属するけんせつ小町を紹介 
 
４．共催・単独等の開催状況 
   ・日建連単独 
 
 
５．事業等の内容 

  ・広報誌は支部行事のほか、建設現場で活躍する女性技術者の特集として 6 名の技術者を 
掲載しました。（添付資料は H30 年度のものです。） 
 

    
 
６．期待される効果（実施結果：効果） 
  ・広報誌により建設現場で活躍する女性技術者を紹介することで女性の入職に繋げたい。 
   
  
７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案 
 
８．その他    

・令和 2 年度についても、実施する計画です。 
 

注１：提出資料は電子データとしてください。 
注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。 
 














